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６ 

民保の解約・失効の状況 
 

(１) 解約・失効の経験 

2021（令和３）年からの３年間における民保（かんぽ生命を除く）の解約・失効の経験率

は 9.9％となっている。（図表Ⅰ-94） 

〈図表 Ⅰ-94〉解約・失効経験率 

 

性別にみると、男性で 11.2％と女性に比べ高くなっている。 

年齢別にみると、「29 歳以下」で 13.1％と高くなっている。（図表Ⅰ-95） 

〈図表 Ⅰ-95〉解約・失効経験率（性別、年齢別）－経験ありの割合－ 
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(２) 解約・失効までの継続期間 

2021（令和３）年からの３年間における民保（かんぽ生命を除く）の解約・失効までの継

続期間は７年４カ月となっている。（図表Ⅰ-96） 

〈図表 Ⅰ-96〉解約・失効までの継続期間 

 

(３) 解約・失効契約の加入目的 

2021（令和３）年からの３年間に民保（かんぽ生命を除く）を解約・失効した契約の加入

目的をみると、「医療費や入院費のため」が 40.1％と最も多く、次いで「万一のときの家族

の生活保障のため」31.8％、「万一のときの葬式代のため」14.7％、「老後の生活資金のため」

13.8％となっている。（図表Ⅰ-97） 

〈図表 Ⅰ-97〉解約・失効契約の加入目的（複数回答） 
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(４) 解約・失効契約の解約返戻金の使途 

2021（令和３）年からの３年間に民保（かんぽ生命を除く）を解約・失効した契約で受け

取った解約返戻金（払戻金）の使途をみると、「他の生命保険の掛金にあてた」が 24.4％と

最も多く、次いで「生活費にあてた」23.0％、「預貯金に預け替えた」22.6％となっている。

（図表Ⅰ-98） 

〈図表 Ⅰ-98〉解約・失効契約の解約返戻金の使途（複数回答） 
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(５) 解約・失効の理由 

2021（令和３）年からの３年間に民保（かんぽ生命を除く）を解約・失効した理由をみる

と、「掛金を支払う余裕がなくなったから」が 33.2％と最も多く、次いで「掛金が更新によ

り高くなってしまったから」14.7％、「まとまったお金が必要となって」11.5％、「期間が長

すぎるのでいやになった」11.1％となっている。（図表Ⅰ-99） 

〈図表 Ⅰ-99〉解約・失効の理由（複数回答） 

 

  

33.2

14.7

11.5

11.1

9.7

9.2

7.4

6.0

5.5

5.1

4.6

4.1

2.8

1.4

7.8

0 10 20 30 40

掛金を支払う余裕

がなくなったから

掛金が更新により高く

なってしまったから

まとまったお金

が必要となって

期間が長すぎるので

いやになった

他の生命保険に

切り替えたので

生命保険はインフレに

対応できないと考えて

義理で入ったものなので

他に有利な貯蓄

手段があったので

経営内容が不安だったので

少額すぎて生命保険と

して役に立たないので

高額な保障が必要

なくなったから

加入後のアフターサー

ビスが不満だったので

離婚や子どもの独立など

家族の構成が変わったから

イメージしていた商

品内容と異なるため

その他

％

＊かんぽ生命を除く



 389 

(６) 切り替えた理由 

2021（令和３）年からの３年間に民保（かんぽ生命を除く）を解約・失効した主な理由と

して「他の生命保険に切り替えたので」と回答した層に、切り替えた理由を尋ねたところ、

「保障内容が現在の自分や自分の家族状況に合っていたから」が 61.9％と最も多く、次い

で「掛金が安かったから」が 33.3％、「保障の範囲が広かったから」と「加入者へのサービ

スが良さそうだったから」がともに 14.3％となっている。（図表Ⅰ-100） 

〈図表 Ⅰ-100〉切り替えた理由（複数回答） 
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